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第28次観測隊の出発に際 して
星 合 孝 男
第28次南極地域観測隊員52名(越冬隊員37名,夏隊A
15名),およびオブザーバー4名(船 舶技術研究所3名,
海上保安庁1名)は,"し らせ"に よ り,11月14日東京
港を発つ.南 極への途上,オ ース トラリアのフリマント
ルに寄港 し,生蘇食品などの補給を行うが,南極条約に
基づ く交換科学.者としてベルギー国,ブ ラッセル自由大
学からの2名 が,こ こから参加する.
'`しらせ"は12月上旬に南極圏入 りをし
,中旬にはプラ
イド湾に到達する予定である.プ ライド湾では,約300
トンの物資を搬入し,観測棟,既設の'1三屋棟,発電棟間
の通路の建設等,あ すか観測拠点の増設を行い,8名 に
よる越冬を開始するための施設設備の戦備を実施する.
拠点増設の見通 しを昭和62年1月上旬までにつけ,"し
らせ"は 昭和基地に向う.以後,あすか観測拠点では,
越冬隊員8名 を含む12名が越冬態勢整備のための作業 を
続ける.これ と平行して,交 換科学者を含む8名 による
セールロンダーネ山地中央部の地学調査を実施する.な
お,これ らに先立ち,12月末までの間に,第27次越冬隊
主導の下で,セ ールロンダーネ山地地域の航空写真撮影
を行う予定である.プ ライド湾における海洋諸観測も,
状況の許す限 り実施する.こ こでは,け い留ブイによる
潮汐観測を試みる.
昭和基地においては,昭和62年1月上旬から2月上旬
の聞に,物 資約600トンを搬入し,貯油設備の拡充,発
電棟,精 穀処理棟問の送電線架台の設置等の設営作業を
行う,一方,みずほ基地の引き継ぎ,「i動気象観測装置
の設置のための旅行,ラ ングボブデ雪鳥沢下流の生物小
屋,お よび,そ こでの観測の引き継ぎ,そ の他露岩地域
での諸調査を行 う.セスナ,ピ ラタスの航空機は,昭 和
基地で第27次隊より引き継ぎ,氷状が話せば慣熟,観 測
のための飛行を実施する.
昭和基地での諸作業を終了し,第27次越冬隊 を収容 し
た後,"しらせ"は 再びブライド湾に至り,七 一ルロ ン
ダーネ山地地学調査隊,あ すか観測拠点建設に従事した
夏隊員,お よび第27次内陸調査隊等を収容する.以 後,
ブライド湾を中心 とした氷縁海域,北 上航路に沿って,
海洋物理,化 学,生 物の停船観測を,航 走中行う海上重
力観測などと合せ実施 しながら,3月 上旬には南極圏を
離れ,ポ ー トル イス,シ ンガポールを経て,昭和62年4
月20日に,東京港に帰着する.
あすか観測拠点での越冬IM始にともない,第28次の越
冬観測は,昭 和基地,み ずほ基地,あ すか観測拠点の
3か所で実施することになる.昭和基地においては,極
光 ・夜光,地 磁気,電 離層,気 象,自 然地震,潮 汐の
定常観測を従来通 り実施するとともに,研究観測を実施
する.す なわ ち,「気候変動国際共IId研究計ilJli　World
Climate　R search　Programme:　WCRP)」の一環 とし
ての 「南極域における気候変動に関する総合研究」を開
始し,人工衛星NOAAの1【11橡解析による,雲,海 氷の
分布 ・変動の研究,放 射観測等を手がかりに,雲一降水
の変動の研究等を行う.また,「陸上生態系構造の研究」
は,雪 鳥沢の植生と微気象との関係の解析,土 壌中の小
動物の研究を中心に実施する.こ のほか 「環境モニタリ
ング」「ヒトの生理学的研究」も継続実施する.さ らに,
超高層の観測 として,「テ レメ トリーによる人工衛星観
測」「傾城擾乱 と磁気圏構造の総合観測」「観測魚群によ
る超高層観測」などオーロラ諸現象の観測を継続実施す
るほか,南極周回気球の試験放球 を行う.みずほ基地に
おいては,自動気象観測装置による観測等を行う計画で
ある.
あすか観測拠点においては,「東クイーンモー ドラン
ド地域雪氷 ・地学研究計画」に基づく基盤地質 ・地形,
および地殻構造 を,地磁気,重 力,氷 厚測定など固体地
球物理学的手法を用いて観測する.こ のほか 「観測点群
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による超高屑観測」の一環をなす諸観測,「ヒ トの生理
学的研究」を実施する.ま た,越冬の開始に伴い,地上
気象観測を研究観測 という形で開始するが,観 測結果は
通報する計画である.さ らに,氷床 上の建築物に関する
工学的基礎データを得るため,若 干の計測を行 うことに
している.
本年 も前年に引き続き,オ ース トラリア気象局の依頼
に依る漂流ブイ4基 を,往路投入することとしている.
最後に,こ れまで計画,諸 準備に当 り,ご指導ご協力
下さった方々に厚 く御礼申しあげるとともに,今 後のこ
べん達をお願い申しあげる.
(筆者:第28次南極地域観測隊長,
国立極地研究所企画調整官)
第28次南極地域観測隊員等
第28次南極地域観測隊52名および外国共同観測派遣者
3名が次のとお り決定 した.
なお,第28次南極地域観測隊は,次 の煎点項目を実施
するとともに,定 常観測及び研究観測を実施する.
1.束 クイー ンモードランド地域の雪氷 ・地学研究計
画(7年 計画6年 次,雪 氷 ・地学系)
2.南 極域における気候変動に関する総合研究計画i
(5年:'　Eti　hj1年次,気 水圏系)
3.陸 上生態系構造の研究
(4年計画1年 次,　fk物・医学系〉
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北極域 におけるオー ロラ観測の調査
一共 役 点 観 測一
平 澤 威 男
昭 和 基 地 が オ ー ロ ラ帯 の 真 一ドに位 置 す る とい う好 条 件
を いか して,ロ ケ ッ ト,大 気 球 ・人 工 衛 星 デー タ受 信,
また,地j観 測 網 な どのr－段 を用 いて オ ー ロ ラ現 象 の 観
測 に務 め て い る.昭 和 基 地 の も う一.一つ の 特 色 として は,
ア イス ラ ン ドと磁 気 共 役 点(地 球 の磁 力線 に よ って 結 ば
れ てい る南 北illd半球 の 地 点)に な って い る こ とで あ る.
太 陽 か ら飛 来 して オ ー ロ ラ を 光 らせ る も と とな る荷 電 粒
向 洋(オ ー ロ ラ粒 子)は 地 球 磁 力線 に 沿 っ て南 北'r球に
降 り込 み,オ ー ロラ現 象 とと も に 自然 電 磁 波 動 や 地 磁 気
4
変 動 な どを起 す.従 っ て,ア イス ラ ン ドで地1:観測 を行
い,こ れ を昭 和 基地 で の 同 種 の観 測 と比 較 し,オ ー ロラ
粒 子 や1'1然電 波 の性 質 を 調 べ る こ とは 磁気 圏 内 の状 態 に
関 す る 得 が た い情 報 を知 る 手段 とな る.こ の 観 点 か ら計
画 され た のが 共役 点 観 測 で,水 観 ‖1[」は昭 和59年か ら連 続
して 実 施 され て い る.こ の観 測 を更 に充 実 し,日 本 及 び
ヨー ロ ッパ北 欧 諸 国 との共 同 観測 の 実 をあ げ る べ く,そ
の 準 備 と実 施 方 法 の具 体 案 検 討 の た め に 行わ れ た のが 今
回 の デ ンマ ー ク,ノ ル ウ 二一,ア イス ラ ン ド,グ リー ン
ラ ン ドにお け る調 査 で あ った.
9月6口,東 京 をた ち コペ ンハ ー ゲ ン経 由 グ リー ンラ
ン ドの サ ンダ ー ス トーム フ ィヨル ドに 向 う.サ ン ダー ス
トー ム は グ リー ンラ ン ドの 西 海 岸 緯 度67度に 位 置 す る,
北 極 圏 の 町 で あ る.そ の 周 辺 に は 広 く露 岩が 拡 リ,氷 蝕
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地形に富んだ地域であった.あ の南極の厚い氷床が後退
した時には,恐 らくはこのような風景をしめすことであ
ろう,この町にはアメリカ・スタンフォー ド大学とデンマ
ーク気象庁が国際協力で設置したIS　Radar　(lncoherent
-Scatter　Radar)の設備があ1)r傾城の電離層中のオー
ロラに伴う電場や大気の運動の観測を行っている,また,
各種のオーロラ観測機器を備えている.今回の訪問はこ
れ らの施設の視察と,も し日本側がグリーンランドでオ
ーロラ観測を実施する場合,どのような問題点があるか
を現地の研究者と現場を見ながら親しく打ち合せること
にあった.観 測所の責任者であるハイソセルマン博士が
親切に対応 して くれ,施 設全般と研究室のさまざまなデ
ータ解析システムを見学することができた.また,現地
の気象条件や観測点の地理的条件,観測機器の設置方法,
物品輸送などは現地に来て話合わなければ知 り得ないも
のであった.短 い滞在ではあったが有意義に過ごすこと
ができ,10月1日にはデンマークのコペ ンハーゲンへ向
うためグリーンランドをあとにした.
コペ ンハーゲ ンでは,グ リーンランドにおけるデンマ
ーク側の観測責任者であるラッセン博士をデンマーク気
象庁に訪ね,今 後の共同観測の"∫能性 とその具体的な進
め方に関 しての打ち合せを行った.私 が訪問した時,関
係する科学者の殆んど全ての人達が待ち うけてくれてお
り,日本 との共同観測に対してのデンマーク側の期待の
大きさが うかがわれた.しか し,打合せの内容にはかな
り厳 しいものがあ り,日本側の計画 とデンマーク側が現
在グリーンランドで行っている観測を今後どのように結
び合せて実りある観測を育て上げていくかに議論が集rli
した.結 論としては互いにそれぞれの立場を尊重 しつつ
更に,共同観測の、汁画立案につとめていくこととなった.
3日間のコペ ンハーゲン滞在を終え,9月13日アイス
ランドへ飛んだ.空 港には,当 研究所の小野助手が出迎
えてくれた.彼 は8月末か ら昭和基地 との共役点観測を
行ってお り,その観測点であるレイキャヴィック近傍の
フサフェルに私をともなってくれた.ア イスランドでは
このフサフェルに加え,チ ヨルネスとイサフィヨル ドに
観測所を設置し,3カ所での本格的な連続観測を実施 し
ている.3観 測所で収録されたデータはアイスランド大
学に集め られ極地研究所に定期的に送られている.デ ー
タは昭和基地で収録 したデータとほぼ同 じ規格で編集さ
れ,研 究に供されている.今回のアイスランドでの調査
目的は,観測の現場を実際に経験 した上で,観 測の充実
と効率化を計ることにあった.6日 間フサフェルでの観
測を小野助手と行ったあとレイキャビックに向い,ア イ
スランド大学のサエモンドソン教授 を訪ねた,博士は,本
共同研究のアイスランド側の責任.者で,通 年にわたり,
アイスランドでの観測を維持 してくれている.大 変苦労
の多い,手間のかかる仕'jFであるがスムーズに良質のデ
ータの取得を続けてくれている.今迄の観測実施におい
て生じたさまざまな問題の検討とその改善策や今後の共
同研究の進め方を中心に討議を敢ねた.ま た,ア イスラ
ンド大学の科学研究所の雪氷,火 山,地震などの研究室
を見学 したが,そ の活動と科学的成果には目をみはるも
のがあった.
9月22EIアイスランドを立ち,ノ ルウェー,デ ンマー
クを経由して帰途についたが,今 回の調査で得られた成
果としては日本とアイスランドの共同観測が特に問題な
くスムーズに運んでお り,この経験をいかせば,日 本と
北欧諸国,特 にグリーンランドにおける観測も支障な く
実施できる確信を得たことであった.
(筆者:国立極地研究所研究生幹)
南 極 観 測 隊 便 り
一第27次越冬隊の近況一
日差 しが一段と春 らしくな り,野外に出るにはサング
ラスが不可欠となった.し か しg月に入っても天候には
余 り恵まれず,中・下旬にはブリザー ドや曇天の日が多 く
このため月平均気温 も高い方か ら史[二3位を記録 した.
海氷状況も悪 く,シ ャーベットアイスになっている場所
が数多く見られるが野外調査は,パ ッダの地衣類調査,
日の出岬 ・梅干し岩での地衣類コウテイペ ンギン調査,
スカーレンの地衣類調査と息つく間もなく実施された.
航空機の運用も春とともに本格的になり,中旬に点検の鷲1灘隻撚 搬 聯 遽農灘 ㌫
し,極への荷物積込み,車 輌最終点検,通 信機器整備,
S16地点への椴デポ作業等多忙な日々を送ったがf定 の
準備作業はすべて順調に終了した.9月30日晴れわたっ
雌 の下内陸 トラバース断 隊,みず・罐 鴫 隊が大勢
の見送る中で昭和基地 を出発した.ト ラバース旅行隊は
これから4か月余リをかけて種々の雪氷調査を行いなが
ら 「あすか観測拠点」へ向かうことになる.
基地における観測各部門も順調に経過している.宙 空
系はオーロラ観測,衛 星受信,短 波レーダ等の観測を実
施した.雪 氷系は旅行準備の他,航 空機アイスレーダ,
インパルスレーダの観測やCO2連 続測定,赤 外分光等
の大気観測で多 くの成果を得ることができた,
生物 ・医学系は地衣類調査をパッダ,日 の出岬,ス カ
ーレン(実施中)に おいて行い,延べ300kmに及ぶ沿
岸域の島,露 岩37箇所の調査を終了した.
定常観測部門では気象部門 の オ ゾ ン観測が再開され
た.ま た野外活動が活発になるにつれ,基 地を中心とし
た気象予報にも追われている.
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み ず ほ 基 地 で は冬 期 旅 行隊 に よ リメ ンバ ー 交代 が 行 わ
れ,新 メ ンバ ー に よ り春 の ス クー トを切')たが.昭 和 服
地 同 様.基 地 内 の物 品 整 理 や 内 陸 旅 行の}li玉偏 で ・段 と活
発 に な って き た,健 康 状 態 も良 好 で 全 員 元 気 に活 動 して
い る,南 極 で は これ か ら10)1、11月と安 定 した 天気 が 続
くよ うに な り,野 外 活 動 に は 肢 も適 した 時 期 とな る,北
の 晦 に去 って い た アデ リ ーペ ン ギ ンや トウ ソ.クカ モ メ な
ど も も う間 もな く姿 を 見せ る よ うに な り,雪 と 氷の 困 に
も 本格 的 な 春 が 訪 れ よ う と して い る.
一家 族 会一
現 在 越 冬 中 の 隊 員家 族会 が 、9月17rl午前11時か ら,
会 長 内 藤.越冬 隊 長 夫人.1三催 に よ り,極 地 研 究 所講 堂 でVH
催 され た,今 回 は,遠 く香 川 県 か ら出 席 され た 合 田隆 志
隊 員の 御 家 族 をは じめ,19家 族43名の 参 加 者が あ り.ま
た 出 発準 備 に忙 しい第28次の 隊 長 、 両 副 隊 長 に も出ISI凡
て い た だ いた.会 は 松 川所 長 か ら.留 守 家 族 へ の ね ぎ ら
い の,;.葉を ま じえた 挨 拶 で始 ま り,つ づ い て 家 族 会 長 の
挨 拶 が あ った.さ らに、 第27次隊 長 か ら越 冬隊 の近 況 が
報 告 され 、 出 席 した 家 族か らも、 電 話 や,電 報で 得 られ
た 各隊 員の 近 況 等が 披 露 され オ長ごや か な 雰 囲 気 に 包 まれ
た,こ の あ と、業 務 課か ら,越 冬 隊 の 今 後 の 日程 と託 送
品 の送 り方 な どにつ い て説 明 が な され た.午 後 か らは 家
族 相互 の 懇 談 と映IEkiがヒ映 され,・ 方講 堂 前 の ラ ウ ンジ
で は　SSTV　をIIゼ)て南 極 に送 る家 族の ビ デ オ ど1)があ
り,最 後 に記 念 写 真 を撮 影 し散 会 した,
三
－a■ ■
家族会終了後の紀念11垂影
研究所出版物
南 極 資 料Vol.30,No.2.p.89-147,」ulyl986.
Memelrs　of　Na【i`mal　Ins山ute　of　Polar　Research
　 Series　E (Bio)ogy　an(i　Medical　Science).　No.　37:
　 　 Ecology　of　mosses　and　algae　in　the　Sy(1wa　Stati〔)n
　 　 area.　42p.　September　l986.
　 Special　Issue,　No,　41;　Pr`)ceedings　or　the　Tenth
　 Symposiuln　on　Antarctic　Meteorites.　1985,　ed.　by
　 　 Yanai,　Takeda　and　Shimoyalna.　393p.　Ju|y　1986.
　 Specia[　Issue,　No.　42;　Proceedings　of　the　Eighth
　 　 Symposium　【m　Coordinated　Observa【i{}ns　of　thc
　 Ionosphere　and　the　Magrnetc}sphere　ln　the　polar
　 　 Region,　1985,　ed.　by　N.　Sato.　154　p.　August　1986.
Special　Issue,　N(エ.　43:　Pr(,ceedings　{,f　the　Sixth
　 　 Symposium　on　Antarctic　G {}sciences,　1985,　ed,　by
　 　 Y,　Yoshida,　165p.　Septem1〕er　1986,
JARE　Data　Reports
　 No.118(UpperAtmospherePhysics4);Up【)eratmos・
　 　 phere　physics　data.　Syowa　Station,　1984,　by　Ono
t't`」1.271p.Ju|yl986.
No.119(Ear亡h　Science　3):　Geophysica|　(1ata　in　thc
　 　 LUtzow-Hdm　Bay　region　and　the　Mizuho　Pluteau.
　 　 Antarctica,　JARE-21,　by　Shibuya　and　Ito.　ll8p.
　 　 SeP【ember　1986.
　 No,　120　(Meteor{}10gy　l9);　Meteorological　data　at
　 　 Mizuho　Stati〔m,　Antarctlca　in　l985,　by　Kikuchi
`・`【li.78p.September1986.
8月8日
8月18日
8月18日
レ来 訪 者く
㌻浬 惚 惚A'v'側 擶k'"f研究セ ●
暢 俊 文(Yan　 Jun　wun,　fl]IE{科「'y:院空 聞 物
理 研 究 所 副 所 長)?
?
?
?
?
?
光 全(Xiao　Guang　qian　iliJ研究1り「)
邦 聯(Zhu　Gang　yan同{ffF究所)
康 令(Feng　Kang　Ung「司 研 究 所)
金 城(Chen　 Jin　cheng同iiJF究所)
笑 覧(Liu　Xiao　jue同 研 究1り1)
慶 錫(Shon　Kyong　sok韓 国1戎均 館 た 学:
校 教授)
8月19日～8月21日 衛星 観 測 に よ る 極域 の 誤 に関 す る
ワ ー ク シ コ ツブ 出 席 者
Dr.　RASCHKE,　E.　(ケル ン大学 教 授)
Dr.　SCHIFFER,　R.　(米航 空 宇 宙i,、)研究 彦i)
Dr.　ROSSOW,　W.(米 航 空宇 宙[、,}{Vf究tl)
Dr.　ARKING,　A.　(米航 空 宇 宙 局 研 究 貴i)
Dr.　GERSTL,　S.　(ロス ・ア ラ モ ス1|1tt二研究 所)
Mr.　EBERT,　E.　(ウ.fスコ ン シ ン ノぐ7:研究 員)
8月24日　 Dr.　BUCKERIDGE,　J.　〔カ リ ン ト ン1二科 大
学 研 究 員)
8月27[l　Dr.　EITTREIM.　S.　(米地 質 調 査1り1副部 長)
Dr.　COOPER,　A.(何研究 員)
8月28|1～8月31f.l　Dr.　SEPPELT,　R.　(オー ス トラ
リア 南極.局研 究 員)
8月2911～8月30[|　Dr.　OLIVER,　R.(アデ レー ド大
学 講 師)
8」]3111～9月7日 亡 国 慶(Li　Gou　qing　li1国税学
院 大 気 物理 研 究 所 研:究員)
9月1日 丁 学 泉(Mr.　Ding　Xuc　quan　II1国大使 飢}二
等;彗記 官)
jV　延 剣(Mr.　Yin　Yun　zhao　同)
g月2日 　 1)r.　VANZANI,　V.(伊パ ドバ 大 「γ:ガリ レオ
ガ リ レ イ物 理 研究 所 教授)
9月4日 林 「,朔1　(Mr.　Lin　T〔,ng　ji中国flト'7:院力 学
研究 所 教授,前 所長>
gM5H　 {i　廣N　 (Mr.　Shi　Guang　yU中 国 科"1:院大
気 物 理 研 究 所 研究 員)
9月9[1　 1)r.　MATHISEN,　O.　(アラス カ ノぐ11:ジュ ノ
ー校 教授)
9JI22「1～9月24H　I)r.　DOYLE,　J,(アラ ス カ ノ(学水
産 問 題 研 究1ゴ耶教授)
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永年勤続者表彰
昭 和61年度 の 永'll勤続 者表 彰 武 力・創 .17:記念 口の9.月29
日所 長 室 に お い て 行 われ 、 柴 野 浩 成 ・管 理 瀾1庶務 課 研究
協 ノ」係 長 に 大 ・:i:」,i.1こ及r/記 念 」l
l川1
(銀杯ノ が贈 拮 され た.
ll細.9f
?
?
???
?
?
?
?
、
?
?
マ暫
.,鳴
・}こ年 勤麓 κ表 彰 .或
南極観測30周年記急行事
書.
南 極観 測30周看ll記念i∫']i:として,　Fiii　};'lee　klの名1}r屋市
1こお け る、講演 とil央[祠の 会 にkViき,g月18|1「木)川 合 企1ヒlit
調 幣 官 が 新 潟[liの新 潟 県民 ≦ミ館 にお いて 約300人 の 聴 衆
を1]iiに.また9月27[1(i:〕1{i)iiYxl..1が松 山rtiの愛 媛 文教
会 館 に お い て 約390人 の聴 衆 を 前 にそ れ そ"れ講 演 を 行 っ
た,演 題 は い ずれ も 「南 極の|'1然と観 測 隊 」 で.南 極 の
自然 に関 す る最 新 の 惜 椅{とそ こ で活 躍 す る観 測 隊Uの 生
活 ぶ りに つ い てのlilll繊は,聴 衆 に新 た な 感 動 をtJ"えた.
ま た,映 画 は双 方 とも..南極 」 〔昭 和58年婁芝作)を 上二映
して,南 極 観 測の 実 状 の ・端 を紹 介 し好 評 を ト草した.
・方.9月27日(1:}'11研究)斤にお い て も.板 橋 区 民 約
KH)人の 入場 を 得 て.星rt企 画 調 整'1「1'と渡 避 教 授 に よ る
「講 演 と映 画 の 会
.1を開 催 した.
しらせ 内閣総理大臣表彰
昨 年12月南 極 氷 海f鵡こ閉 じ込 め られ て い た オ ー ス トラ
リ ア観 測 船 「ネ ラ ・夕.ンリ'」の 救 援 に 成 功 した 南 極観 測
船 「し らせ 二 は 去 る9Jj1[1、この 功 績 に)S－づ き昭 和61
年 度 防 災功 労 者内 閣 総 理 ノく臣 ノξ}彩を受 け た,
月 例 報 告(7～8月)
7月13日には 六時 が1/1り,初Hの 出 を 見る こ とが で き
た.春 の 内陸 旅 行 の準 備 の ため,雪1/Ll{の整 備 ・食 料1の
レー シ ョ ン作 り等 が 行 な2)れた.ま た8」]25[1には 冬 明
み ず ぽ 旅 行隊 が み ず ほ 基 ユ也に到 ∬ し.俘 の 内 陸 旅行 に 備
え て の雪1二1ド・燃{「.}のデ ポがllなわ れ た.
観 測 報 告
宙.空;短 波 レーt・t.一観 測 ・マ ル 斗 ビー ム テ レメ ー タ ー
観 測 他 は 概 ね 順 、周に述 川 され てお:),オ ー ロ ラ 光観 測 は
地 磁 気1覚乱 が み られ た が.天 候 不 良 の た め 良 い デ ー タ ー
は 取 れ て い な い.西 オ ンゲル テ レ メ トリー は定 期的 に バ
ッテ リ ー充 電 が 汀な われ ,順 調 に 稼 動 して い る.
環 境1.ド7::西オ ンク.ルの 地 ノぐ類 ・薪 類 群 落 へ の もf{雪状
態 観 測 な ら「'ごに ノi(中テ レビ に よ る底 生 々物 の 冬 期 生 態 調
査が8月2～3Hに ラ ンク.ホブ デの2点1水 深25m・11〔}ln)
で実 施 され た.
雪 氷'地 学:航 空1幾ユ アサ ンフ リ ン7.・ノく気 サ ンプ リ
ング ・エ ア ロ ソ.ルサ ンフ リ ン グが 行な わ れ,人 気 汚 染 等
に つ い て 興味 深 い チ ー ターが 得 られ て い る.ま た,ス テ
t'tフ周波 数 レーt;t－に よる海 ね 」`11|査等 も 行な わ れ た ,
設 営報 告
種 類
昭 和 八地 燃1,Ri'i費内 訳
8
ii!t、)1;ノ
?」?
」
???
消 費ll}:残:,1:訂1i費1員:残[1:
i)宇」通経711129.862527.26629、542
:た「 汕 4、7:娼23.0574.850
497.724
18,207
機 械 侃門;27次 隊 で 莉1識した 荒 金 グム 温水 循 環 パ イフ
(冬期 の 飲 料 水 確 保 を容 易 に す る た め,発 電 棟 の余 熱 に
よ り荒 金 ゲム の 完 全凍 結 を防 止 して い る)が 凍 結 した が
改造 を 加 え復 旧 した.春 の 内陸 旅lfに使 用す るSM50雪
1:車の 整 備 を7)]dl,[:終fした.
建 築 ・ 上木 詞;門:松 のIF軸ド木1二「年菜 場 の改 装 ・航 空1幾
整備 小 屋 の 海 ♪kl:設置 ・　11ftliliの整理(継 続III)を行')
た.
通II1部門:対 日 本の 短 波 通 信 は 感 度 不 上隻の|.|が多 く、
電 報の 通 積 滞 が み られ が ち で あ る.
航 空 部門17・8」]とも フ ラ イ トは あ ま り行 な われ ず,
両 月の ピ ラ タス ・セ スナ 機 の 合。1.飛1∫時間 は16時間30分
で あ った.冬 明 け の 好 天 が 期 待 され る.
み ず ほ 川地 は8」]lil:ブリザ ー ドが9vく外 作業 が な か
なか 行 え なか った.8月25日 に 冬 期 旅 行隊 が到 着 し,久
しぶ りに ノく所 帯 とな り.にぎや か な 楽 しい 月 末 とな っ た.
7.一 一一
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南 極 月 別 気 象 資 料(Menthly　Climatlc　Data　fer　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.〉(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure
　 　 　 　 　 　 　 　 sea　[evel)　(mb)
平均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure>　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wide　speed)　(m/s)
昭 和 基地(Syowa:89532)
7月(JuL)
一18.4
-4 .5
-31.9
981.0
1.1
60
6.6
8月(Aug.)
一18.0
-7 ,1
-36.4
987,8
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.windspeed,38.2(11,12,ENE)
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)(m/s)46.6(12,NE)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)　 5.5
快 晴 日数(Numbea　of　clear　days)　 11
?
みず ほ基 地(Mizuho:89544)
7月(JuL)
-41.0
-22.2
-53.5
722.5
8月(Aug.)
-41.3
-21.5
-55,2
728,7
(station　pressure)
1.1
61
5.714.013,8
32.3(20,NE)25.2(11,ENE)23.5(27,E)
40.9(14,NNE)
7,3
5
31,8(11,ENE)29.5(20,E)
訂 正:前.号の 気 象資 料 で 掲 載 した,み ず ほ 基 地 平均 気 温(5月)-59.1は 一39.1の誤 ま りで した.
【極地豆事典】
南極の陸上藻類
南極大陸のまわ りのta[laや海氷中に藻類が繁茂 してい
るように,大 陸上の湖沼や雪 どけ水の中にも藻類が生息
している.これ らの藻類は顕微鏡的な大きさであるもの
がほとんどで,我 々は普通それ らが多数寄 り集まったコ
ロニーを目にしている.
昭和基地周辺の湖沼や川の中か らは,藍 藻,緑 藻,珪
藻など合わせて約200種類が知 られている.南極の湖沼
.…'tt.'…1.ドv～ …'馳 つ
では・水中に浮游して鯛 する・'わゆるプランクトン岬
の種類が少なく,逆に湖底に付着する底生f生の種類が多{
く出現する.南極の湖沼は,長 期間にわたって凍結して1
いるので,プ ランクトン性の種類の繁殖に適さない生育'
場所なのであろう.夏には,湖 底の藻類コロニーがはが1
れて表面に浮かんでいるのを見かけることができる.
藻類はこうした水の中ばか りでなく,-1越中,コ ケ群1
藩中,さらには岩の表面や割れ目など1・もft.e.しているゴ{
もちろん,これ らの藻類にとっても適度な水分が必要で{
あ り.
生育しているのである,露 岩地帯に発達するコケ群落は ≧5
藻類にとって格好な生育場所 となっているらしく,その1
》
表面には藍藻類を主とする藻類のコロニーがしばしば形
成されている.藍藻類は空中の窒素を栄養源 として利用
'購 などの問に含まれている水分を利用して1●
できることか ら戸 ケ群落に職 分を供給 し,・ケ群耐
の生長に一役かっていると考えられている.藻 類はまた{
{
コ ケ群 落 中 に 生 息 して い る ダニ,線 虫,ク マ ム シ な どの{
え さ と して 役 立 って い る こ とが わ か っ て き た.1}
一 見 不 毛 の 地 と思 われ る南 極 大 陸 で あ る が,よ く見 て し
く
みると'ケ類や地獺 に加えて・おびただしい数の藻類1
が生息していることがわかる.南 極は決 して不毛の地で.1
肱 ・.幽 ミ
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